
※本教材は上記の疑義解釈資料で示されている研修です

当財団HP以下URLよりご視聴ください。
https://www.jvnf.or.jp/kenkyu/kaihatsu/

厚労省保険局医療課より発出（令和8年3月31日付）
「疑義解釈資料について（その２）」（別添６）より一部抜粋

図１ 第1部

「みんなで取り組む！医療安全」より一部抜粋

訪問看護における医療安全に関する研修教材の公開

〇 入院期間短縮と地域包括ケアの進展による医療依存度の高い利用者の増加
   〇 在宅医療のニーズの増加が見込まれるなか、安心・安全な訪問看護が求められる

医療安全に関する研修の必要性
※令和8年度の診療報酬改定により研修受講が求められるようになりました（努力義務）

教材の構成と内容

図２ 番外編

「医療事故における法的責任」より一部抜粋

〇第1部「みんなで取り組む！医療安全」（1６分）動画 (図１）

転倒事例をもとに医療安全文化の醸成につなげる一連の取り組みをドラマ形式で紹介

〇第2部「訪問看護と医療安全」(20分）動画＋PDF
医療安全に関する基本的知識を網羅し、基準や要件も説明

〇番外編「医療事故における法的責任」(4１分）動画＋PDF （図２） 【管理者向け】

弁護士の視点から法的責任をわかりやすく解説、判例をもとにした説明や医療安全に
関する文書の取り扱い等も解説

〇活用ガイド PDF 教材の効果的な活用方法の紹介 【管理者・医療安全管理責任者向け】
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訪問看護普及強化プロジェクト特設ページリリースのお知らせ

2026年4月から、NHK連続テレビ小説「風、薫る」が放映されています。この機会をさらなる普及につなげるため、当財団では

「訪問看護普及強化プロジェクト」を立ち上げ、特設ページを制作しました。本ページは、これから訪問看護と関わる可能性のある方々に向

けて、関心を正しい理解へとつなげることを目的としています。ぜひご覧ください！

〇訪問看護の歴史

〇なぜ今、訪問看護？

〇現場からの風景

〇訪問看護の風を、ひろげよう

訪問看護は、明治時代から続く“暮らしを支える看護”です。その歩みを年表でたどりながら、訪問看
護が長く社会の中で育まれてきた支援であることをご紹介します。

いま、なぜ訪問看護が注目されているのか。
訪問看護を利用した俳優、元アナウンサー、看護学生など、さまざまな立場の方からご寄稿をお寄せ
いただきました。それぞれの言葉を通して、多角的に、その背景や思いをご紹介します。
読み進める中で、「自分にも関わるテーマかもしれない」と感じていただけるのではないでしょうか。

訪問看護は、特別な出来事ではなく、日々の暮らしの中にあります。
現場の写真を通して、自宅での療養や看護の関わりを無理なく思い描いていただけるようなコンテ
ンツとしています。

訪問看護の普及に向けた財団の取り組みをご紹介します。イベントや活動の様子などを、わかりやすく
お伝えします。

訪問看護普及強化プロジェクト 特設ページ

https://www.jvnf.or.jp/houkan-project2026/

大関和版 ピンポンちゃん

コンテンツのご紹介
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